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執筆にあたり、過去約 40 年分の新聞・ 雑誌に掲載された 1 万点以上の「原発広告」及び
原発関連記事を収集してきた。「原発広告」とは、原子力発電を推進する目的で制作された
広告類を指し、それらは 1960 年代後半から 2011 年 3月 11 日の東京電力福島第一原発事故
発生までの約 40 年間、新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどの媒体を中心に掲載・露出され、
































































2015 年と 2016 年に、各 100 万円の助成を受けた。2016 年はその助成金で、本間氏がま








ち 3分の１程度であり、さらにコーディング作業が必要な状態である。他方で、約 40 年間
全ての期間における原発広告・記事の掲載を網羅することを最終的な目標だとすれば、膨
大な未調査期間が残されており、今後も継続的な資料収集が必要である。 




・広告データの PDF アップ機能を追加 
・検索画面の見映えを修正 
 
＜今後の展望＞ 
新聞広告・記事収集のために今後も必要となる追加作業については、国会図書館でのマ
イクロフィルム視認による調査を軸とせざるをえないが、他のデータベースが使用可能な
場合は随時それを活用することで効率化を図ることも検討している。データベースのウェ
ブサイトは現状まだ公開するのに十分なほど整っていないが、データの件数を順次追加で
きるようになっており、検索機能についてもプルダウンや計算機能などを（予算が確保で
きれば）順次追加していける仕様になっている。 
重大な課題としては、貴重な広告画像データ（ＰＤＦ）をどのように公開あるいは共有
していくかということがある。福島における原発事故以降、原発推進広告を出していた、
あるいは原発推進広告に出ていたということは企業やタレントなどにとってセンシティブ
な「過去」になっており、こうした広告画像の記録をウェブ上でそのまま広く公開するこ
とについては著作権保護の観点から争われるリスクがないとはいえない。そのため、デー
タベースと広告画像を紐付けて無制限に公開することはハードルが高く、画像資料につい
ては研究目的に限定して個々に共有していくなど、その公開・共有の方法が制限される可
能性がある。仮にデータベースそのものを学内の研究施設のみで使用可能なサーバに置く
としても、データベースと広告画像を紐付けて、検索時にそのまま画像も見られるように
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するためには、登録データのチェックも含め、莫大な時間がかかると考えられる。 
データベースの完成と公開までまだかなりの作業が必要ではあるが、多くの市民が参加
して構築するデータベース・プロジェクトに発展させていくことも視野に入れている。本
助成金を得られたことは、その重要な足がかりを作ることを可能にしたという点で非常に
大きな意義があり、改めて感謝する次第である。 
 
付録：原発広告コーディング表 
(a) 県名 
(b) 新聞名 
(c) 掲載日 
(d) 原発広告：１原発広告／２企業広告／３その他／４名刺／５公告 
(e) 段数 
(f) 面数 
(g) 広告主：０不明／１東電／２東北電力／３政府公報／４福島原子力広報協会／５福島
県／６福島原子力懇談会／７経済産業省・資源エネ庁・科学技術庁・他官庁／８東電・
東北電力／９東北原子力懇談会／１０その他／１１ＮＵＭＯ 
(h) タイトル・見出し 
(i) シリーズ名 
(j) 記事風広告：０該当せず／１該当 
(k) 著名人起用：０なし／１タレント／２研究者／３知識人／４その他／５電力業界／６
地元名士／７政治家 
(l) 対談形式：０なし／１著名人同士／２著名人ＶＳ経営陣／３その他 
(m) インタビュー形式：０なし／１あり 
(n) 企画：０特になし／１原発内見学／２連載企画 
(o) 写真使用：０なし／１赤ちゃん／２子供／３母親、女性／４家族／５労働者／６原発
の中／７原発外観／８その他 
(p) マンガ・アニメ使用：０なし／１作家Ａ－キャラ１／２作家Ａ－キャラ２／３作家Ｂ
－キャラ１（以下同様） 
(q) イラスト使用：０なし／１あり（作家名なし)／２あり（作家名あり） 
(r) 協賛社広告：０なし／１あり 
(s) 内容カテゴリ：０不明 
原発のメリット 
１安全性強調／２安さ（コストパフォーマンス強調)／３環境への適合(クリーン・エ
ネルギー)／４安定供給  
地元への貢献 
５地元との共生(連携)をアピール (cf. 地域と共に…)／６地域の伝統文化賛美／７
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原発広告のデータベース公開：プロジェクト報告
開発促進・地域発展がのぞめる（明るい未来像)／８地元雇用を促進／９経済効果 (地
元経済に不可欠)／１０電源三法交付金 
現状分析 
１１エネルギーベストミックス（エネルギー資源の構成)／１２資源不足(石油枯渇の
展望)／１３温暖化／１４海外事情／１５世論調査 
啓発 
１６原発ＰＲセンター／１７放射線解説／１８原発の仕組み・技術／１９「１０月２
６日は原子力の日」／２０講演会・イベント告知・参加者募集  
使用済み核燃料の扱い・説明 
２１使用済み核燃料・放射性廃棄物／２２地層処分／２３核燃サイクル／２４プルサ
ーマル・ＭＯＸ燃料 
その他 
２５高速増殖炉／２６資源リサイクル（核燃以外)／２７省エネ／２８勤労労働者／ 
２９公告／３０水力・火力・天然ガス／３１再生可能エネルギー（太陽光発電・風力
発電等)／３２反対派・反対運動・原発懐疑／３３事故・故障／３４教科書（掲載)／
３５原発増設／３６選挙 
(t) 出演者・出席者・登壇者 
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